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南海トラフ沈み込み帯、さらには地震発生帯の温度構造を求めるには、沈み込む海洋プレートである四国海盆

の温度構造を知ることが必要である。これまで南海トラフの中央部では、トラフ底において観測される熱流量が、

沈み込む四国海盆の年齢に比べて高いことが指摘されてきた。なかでも、最近高密度の測定が行われた室戸沖海域

では、トラフ底における熱流量の平均値が 200 mW/m^2 にも達することが判明した。トラフ底での急激な堆積が海

底面での熱流量を下げる効果を考慮すると、この値は四国海盆の年齢（約 15 m.y.）に対応する熱流量のほぼ２倍

にもなる。この異常な高熱流量が四国海盆深部に起因するものであるとすると、地震発生帯の温度構造にも大きな

影響を及ぼしている可能性がある。この熱流量異常の原因を明らかにするには、異常の広がりやパターンについて

調べることが必要である。 

そこで、室戸沖海域との比較を目的として、2002 年以後、熊野沖の南海トラフ海域において熱流量測定を進め

てきた。熊野沖海域は、IODP による地震発生帯掘削が提案されている場所でもあり、掘削の事前調査という観点

からも熱流量分布を明らかにすることが求められている。新たな熱流量データの大部分は、南海トラフ底、及びそ

の海側の四国海盆北縁部で得られたもので、トラフ底における熱流量はほぼ一様であり、100～110 mW/m^2 と、室

戸沖トラフ底での200 mW/m^2に比べてはるかに低いことが判明した。この付近で沈み込む四国海盆の年齢は20 m.y.

前後と推定されており、年齢に対応する熱流量に堆積効果の補正を行うと約 90 mW/m^2 となる。観測値はこれより

もやや高いが、決して異常な値ではない。このほぼ正常な熱流量と室戸沖の超高熱流量の間には遷移域があるはず

であり、今後、両者の中間地域で測定を進めることにより、遷移の様子を明らかにしていきたい。 

付加体の前縁部では、変形フロントから約 20 km という狭い範囲で、熱流量が 60 mW/m^2 程度にまで急激に減

少するように見える。ただし、この付近でのデータ数はまだ少なく、熱流量分布をはっきりさせるには測定数をさ

らに増やすことが必要である。その陸側には水深約 2000m の平坦な前弧海盆（熊野トラフ）があり、1944 年東南

海地震の震源域はこの海盆の下にあたっている。地震発生帯の温度構造を推定するには、この熊野トラフにおける

熱流量分布が重要な境界条件となるが、水深が浅く海底水温変動が激しいため、通常の方法で熱流量を測定するこ

とは困難である。このため我々は、堆積物中深さ 2m までの温度分布、及び海底水温を長期間計測し、そのデータ

を解析して水温変動の影響を取り除き、熱流量を求めるという試みを行っている。この長期観測の成果については、

他のセッション（T032）で報告する。 


